
内閣府規制改革推進会議
医療・介護ＷＧ 資料

令和３年１２月２０日
北九州市保健福祉局先進的介護システム推進室
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介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）での取組から



北九州モデルとは

北九州モデルの核心（実践プロセス）

業務仕分け ＩＣＴ・介護ロボット等の導入 業務オペレーションの整理STEP
１

☑ 介護施設で実施している介護・
看護業務をリスト化し、その中
から課題となる業務を抽出して、
解決可能な領域に仕分ける

STEP
２

STEP
３

☑ 仕分けた結果を基に、インカムや
記録システム、見守り支援機器な
どのＩＣＴ・介護ロボット等の一
体的な導入及び周辺業務のアウト
ソーシング等を実施する

☑ ＩＣＴ・介護ロボット等の活用
や業務量の需給バランス等を踏
まえて、日中や夜間の業務オペ
レーションを整理する

上記３ステップの具体的なノウハウをパッケージ化

「時間を生み出す介護」
業務効率化により生み出される職員の身体的・精神的・時間的な

「ゆとり」を効果的に活用し、介護の質の向上及び職場環境の改善を実現

ポイント ☞

ＩＣＴ・介護ロボット等を活用した介護現場の新たな業務改善手法

北九州モデルの
提供価値 2



北九州モデルの効果
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大幅な業務効率化・負担軽減と介護の質を維持しつつ、
「２．８７：１」の人員配置を実現

 記録システム、インカムの
活用による業務負担軽減

 周辺業務（清掃・洗濯等）の
アウトソーシング

業務を2ユニット単位で整理・実践
（介護：2名／2ﾕﾆｯﾄ、看護：1.75名／4ﾕﾆｯﾄ、

介護助手：1名／2ﾕﾆｯﾄ）

日勤帯 夜勤帯

 ２種類のセンサーを活用した
見守り業務の効率化

 利用者の睡眠を妨げない
ケアの質の向上

モニター画面で利用者の様子を確認する
ことで定期巡回を廃止
（介護：1名／2ﾕﾆｯﾄ）

専門職業務
非専門職業務
（周辺業務）

ユニット ユニット

専門職業務
非専門職業務
（周辺業務）

ユニット ユニット

専門職業務
（見守り・排せつ介助など）

ユニット ユニット ユニット ユニット

機器間の連携により１台のスマホで操作・確認が可能

自動
記録



北九州モデルの効果

大幅な業務効率化・負担軽減と介護の質を維持しつつ、
「２．８７：１」の人員配置を実現

配置人数

現状
（特養２９床＋

ショートステイ１０床） 実証中
人員配置

（基準） 実証施設

日
中

①介護職 ４ ６ ４
＋介護助手２

②看護職 うち１以上 ２～３ １～２

夜
間 ③夜勤職員 ２ ３ ２

人員配置
（常勤換算） ３：１ ２．０：１ ２．８７：１
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「北九州モデル」の横展開
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新たに市内５施設で「社会実装」の取組をスタート
自治体設置の相談拠点による「伴走型支援」



横展開を阻む壁
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効率的に横展開を進めていくためには、
自治体ごとに存在する「ローカルルール」を整備する必要がある

自治体ごとの
ルール（例） 課題 ルール整備

（例） 効果

夜間の
「人による」
定期巡回

定期巡回で
利用者の睡眠を

妨げる

・見守り機器による
加算取得時は、
定期巡回を必須に
しない

・介護職員の
負担軽減

・ケアの質の向上
（見守り業務）

クラウド上での
利用者・介護
情報管理

法人の初期投資
見解不統一による
実施見送り

・クラウド保存を
可能とする条件

・職員の負担軽減
（システム管理）

夜勤帯における
医療機関への
救急搬送時の
施設職員の同乗

突発業務への
対応で

利用者のケアに
影響が出る可能性

・救急搬送時の
同乗ルール

・搬送時に必要な
様式の整備

・介護職員の
精神的負担軽減

（夜勤業務全般）

監査時の
システムデータの

紙出力
不必要な対応で

業務増
・監査項目の精査
・ペーパーレス原則
の徹底

・介護職員の
業務負担軽減

（記録業務）



終わりに ～人員配置の更なる効率化に向けて～
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「とりあえずテクノロジー」から「現場に浸透するテクノロジー」へ
「現場の仕事を減らす」から「シフトが組めるか」へ
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効
率
化
に
向
け
た
３
ス
テ
ッ
プ

●見守り機器の活用による夜勤帯の定期巡回廃止
●手書き記録からモバイル端末による記録 等

①業務オペレーションの変更

●①の変更点を職員の24時間業務スケジュールに反映

②２４時間業務スケジュールの変更

●②の内容をもとにしたシフトの作成

③シフトの変更

人員配置の更なる効率化に向けては、業務手順の変更から、
得られる効果をシフトの変更に結びつけることが必要現場では使いこなせない…

現場で活用できる！

北九州市では・・・

ここで
満足せず・・・

このステップまで
進むことが必要！
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＜ 参考資料 ＞
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北九州モデルの普及を図る支援拠点の開設
※P２～４関係資料

社会課題☞ 団塊の世代の全てが後期高齢者となる2025年に向け、国は介護保険制度を持続させる
ため、介護現場の革新に取組むことを喫緊の課題としている。

課題解決に向けた本市の取組

実
証
フ
ェ
ー
ズ

国家戦略特区制度の認定を受け、平成２８年度から先進的介護の実現に向けて、
ICT・介護ロボット等の効果的な活用に関する実証等を実施。

成果
ICT・介護ロボット等を活用した

介護現場の新たな業務改善手法となる「北九州モデル」を構築

普
及
フ
ェ
ー
ズ

「北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進センター」の開設

☑ 業務改善に関する支援
☑ ICT・介護ロボット等の選定に関する支援
☑ 業務マネジメントに関する支援

これらの支援を一体的に行い、市内の介護施設に対して、
北九州モデルの普及を効果的に図る
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北九州モデルの効果
※P２～４関係資料

● 業務時間を３５％効率化

効
率
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
時
間
の
活
用

介護サービスの質の向上

・利用者と関わる時間の増加
・職員研修等の専門性向上活動の増加 等

２ 職員の負担軽減

・夜勤回数の削減
・有休取得の促進 等

３ 生産性向上

・業務量に見合う弾力的な人員配置
・日中・夜勤帯の人員配置の最適化 等

１

※厚生労働省「介護施設等における生産性向上に資するパイロット事業」において北九州市が実施した実証結果より
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北九州モデルの導入における伴走型支援（主な支援）
※P２～４関係資料

① 業務の見える化 ② 業務仕分け

☑ 業務タイムトライアル調査の実施
☑ タイムトライアル調査による業務の見える化

☑ タイムトライアル調査の分析
☑ 業務課題の抽出
☑ 解決可能な領域への業務仕分け

③ ICT・介護ロボット等の選定
（解決策の検討）

☑ 解決策の整理
☑ 北九州モデル導入効果の試算
☑ ICT・介護ロボット等の選定提案 等

④ 業務オペレーションの整理

☑ ICT・介護ロボット等の活用方法に関する支援
☑ 業務オペレーションの変更に関する支援
☑ シフト表の作成支援 等

北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進センターでは、北九州モデルの導入について、専門の相談員が以下
の支援等を実施する。
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北九州モデル再現展示エリア
※P２～４関係資料

見守り機器

取
得

デ
ー
タ

●居室内における利用者の状
態を映像で把握

バイタル生体センサー

取
得

デ
ー
タ

●居室内における利用者の
脈・呼吸

介護記録システム

取
得

デ
ー
タ

●食事状態 ●排泄状態
●バイタル ●入浴 等

介護業務プラットフォーム

性
能

●上記機器からのデータを自動集約
●各機器に対応するアプリを１台のスマホに集約

展示機器の連携内容

北九州モデル再現展示エリアでは、北九州モデル導入時の施設における見守り業務等を体験することができる。
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北九州モデルの社会実装
※P２～４関係資料

北九州市介護ロボット等
導入支援・普及促進センター 介護施設

北九州モデルの導入支援

介護現場の❝ゆとり❞の創出

北九州モデル導入施設の増加

地域における安定的な介護サービスの提供



北九州市事業（令和３～５年度）
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夜勤帯における看護、介護職員の負担軽減に向けた実証
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https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000952933.pdf
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